さまざまな神話で、死の起源説が描かれ、そしてそこには様々な形式がある。まず、人間が神の命令にそむいたがために罰として死が生じたとするモチーフである。これは創造型神話において語られる場合が多い。

次に、二神の対立・問答によって死が始まったとする二神対立型である。これも創造神とその敵対者であったり、あるいは天地や人間を創造した神々の問答であったりする。

他にも、人類が卵や洞窟から出現したように、死があるもの（容器など）の中から発生したとするモチーフや、人間も昔は蛇のように脱皮して死ななかったが、脱皮をやめたために死が訪れるようになったとする形、人間に不死を与えよという神の命令を間違って伝えたために死ぬようになったという形などがある。

このうちで、古事記において行われたのは、二神の対立・問答によって死が始まったとする二神対立型のものである。

亡き妻イザナミの後を追って、黄泉国へ向かうイザナキ。イザナミとの約束をイザナキが破ったことにより、二人は永遠の別れを告げることになる。亡き妻イザナミに会うため、イザナキは黄泉へ行く。イザナキとイザナミは御殿の戸をはさんで向かい合った。
「愛しい妻よ、あなたと私が作ってきた国はまだ作り終わっていない。さあ、帰ろう」
イザナキの言葉にイザナミが答えて言った。
「残念です、もっと早く来てくれたなら。私は黄泉の食べ物を口にしてしまいました。でも、愛しいあなたが来て下さったのです。帰りたいと思うのですが、しばらく黄泉神と相談いたします。その間、私を見ないでください」
イザナミが御殿の中に入ってから、ずいぶん長い間イザナキは待った。待ちかねてたイナキが、火をともして御殿の中に入ってみると、そこにはうじにたかられて、体中に八の雷神を発生させたイザナミの姿があった。
恐ろしさにイザナキが逃げ帰ろうとすると、イザナミが言った。
「私に恥をかかせましたね」よもつしこめがイザナキを追い、次に八の雷神が千五百の黄泉軍を率いて追ってきたが、イザナキは物を投げながら逃げ切った。
最後にイザナミ自身が追ってきた。黄泉比良坂で大きな石をはさんで二人は向き合う。イザナミが言った。
「愛しい夫よ、あなたがこんなことをするならば、私はあなたの国の人間を一日千人殺しましょう」
それに対してイザナキが言った。
「愛しい妻よ、あなたがそうするならば、私は一日に千五百の産屋を立てよう」
だから、一日に必ず千人が死に、一日に必ず千五百人が生まれるのである。
（『古事記』）

この古事記のモチーフとよく似た形の神話にニュージーランドのマオリ族の神話がある。
　

創造神タネは、土で女の人形を作った。そしてこれと交わり娘ヒネを産んだ。タネは、成長したヒネを妻にした。ヒネは、夫が実の父であることを知り、恥ずかしさのあまり自殺してしまった。

　ヒネは地下の黄泉の国に行き、夜の女神となった。タネは妻を追って冥界に行き、懇願した。しかしヒネは断り、夫に地上に戻り、子孫を増やすように言い、また、自分は地下の国に留まり、彼らを暗黒と死の世界に引きずり下ろすと言った。

注目したいのは、黄泉国の位置である。『古事記』では、高天原（天上界）と地上界の関係が上下であるのに対して、地上界と黄泉国の関係は平面的に書かれている。また、出雲地名が多くあり、死国が出雲にあるという思想があったようだ。マウリ族の神話では、死後の世界は地下にあるとされている。そして、イザナキもヒネも死後の世界に容易にたどり着く。これが、ギリシャ神話になると冥府に入るには門の番人との駆け引きに勝たなければならなくなる。容易にたどり着けるという考え方は、死と生の境目が薄いということを示しているといえるだろう。また、黄泉国がこの世と平面でつながっている、または実在の土地、出雲にあるというような見方は、さらにその傾向を強めているといえる。

また、第二の注目点として、古事記においても、マウリ族の神話においても、夫がこの世で生きものを増やし、妻がそれを減らすという結果が生まれていることである。これは、生と死がほぼ同じくらいの頻度で起こるということに、双方の神話が注目しているということを表している。

しかしながら、古事記では、イザナミが先に生き物を死の国に引き入れるといい、つまり、死が最初に述べられ、それに答えて、イザナキがこの世に生きものを生むといっているのに対し、マウリ族の神話では、逆の過程が述べられている。すなわち、生が最初で死は、その後なのである。これは、日本における宗教観、輪廻転生のように、生きているものが死ぬという考え方のほかに、死から生が生まれるという考え方がすでに古事記の中に現れていることを暗示しているように思われてならない。この死と生が繰り返されるという考え方は、古事記の別の部分でより、明らかになる。以下は、穀物の起源を表す部分である。
世界が明るくなると神々は相談して、スサノヲに千位の置戸を負わせた。またスサノヲの髭と手足の爪を切り払い、高天原を追放してしまった。

追放されたスサノヲは食物を大気都比売神（オホゲツヒメ）に求めた。するとオホゲツヒメは鼻、口、尻から様々な美味しい食材を取り出し、様々に料理して、スサノヲに差し出した。

その様子を伺っていたスサノヲは、食物を汚して差し出すのだと思い、直ちにオホゲツヒメを殺してしまった。

すると殺されたオホゲツヒメの頭に蚕が生まれた。

二つの眼に稲の種が生まれた。

二つの耳にが粟が生まれた。

鼻に小豆が生まれた。

陰部に麦が生まれた。

尻に大豆が生まれた。

カムムスヒはこれを取らせて種とした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『古事記』）
穀物の起源を示すこの神話は、食物が再生されることを表しているといえる。つまり、収穫（死）と種まき（生）が繰返されることを表現したものと思われる。 

ある土地の死生観は、その土地の神話の中で描かれた、死の国によって垣間見ることができる。特に、なぜ生物が死ぬのかという問いの答えには、生きているものは、みな死ぬという現代の私たちの考え方では出せないような答えが隠されており、またそれによって、私たちが死をどのように実はとらえているのかも、分かる可能性がある。先日の授業で行ったアンケートで、死後（肉体の死後）、自分はどうなるかという問いに対して、最も多かった答えは、無になるというものであった。しかし、それと同時に大自然・宇宙に溶け込んでなくなるという考え方も同じくらい多いものであった。それは、生物の死後、肉体が腐り、また他の生命の糧となるというように、自分は死後、自然に溶け込むという考え方があるということを示している。そしてまた、このアンケートからは、死後、別の世界に行くという考え方より、この世ないしはそれに近い世界に自分が残るという考え方があるということも分かった。それが私たちの多くが持つ死生観であり、例えば、キリスト教を信じているものが、天国や地獄を信じ、また転生が行われない宗教があるように、それは自然で誰もがもつ考え方というわけではなく、この土地の宗教観などに触れるうちに培われた、特有のものであるということを示している。
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